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生
理
休
暇
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
必
ず
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

本

人
は
と
て
も
元
気
そ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
…
。 

 

 

労
働
基
準
法
第
６
８
条
で
「
使
用
者
は
、
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
な

女
性
が
休
暇
を
請
求
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
を
生
理
日
に
就
業
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
女
性
労
働
者
が
生
理
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
現
実
に

生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
休
暇
を
請
求
で
き
、
こ
の
請
求
に
対

し
て
休
暇
を
認
め
る
義
務
が
使
用
者
に
生
じ
る
の
で
す
。 

そ
の
一
方
で
実
務
的
に
は
、
外
見
上
が
い
く
ら
元
気
そ
う
に
見
え
て
も
、
生
理
日
の
就

業
が
著
し
く
困
難
か
ど
う
か
は
本
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
「
見
た
目

は
元
気
そ
う
だ
か
ら
さ
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
は
ず
」
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ

き
あ
り
、
請
求
ベ
ー
ス
で
認
め
て
い
く
の
が
適
当
で
し
ょ
う
。 

 

【
医
師
の
診
断
書
の
提
出
は
求
め
て
も
よ
い
か
？
】 

苦
痛
の
感
じ
方
は
主
観
的
な
部
分
も
多
く
、
就
労
が
ど
の
程
度
困
難
か
を
医
学
的
、
客

観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。
よ
ほ
ど
不
自
然
な
場
合
に
は
事
情
を
聴

く
、
同
僚
の
証
言
を
得
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
得
ま
す
が
や
は
り
請
求
ベ
ー
ス
で
認
め
る
の

が
適
当
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困
難
に
な
り
や
す
い
ケ
ー
ス
と
し
て
、
子
宮
内
膜
症

や
子
宮
筋
腫
な
ど
の
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
本
人
か
ら
告
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
場
合
も
、
会
社
の
了
解
事
項
と
し
て
留
め
て
お
き
、
手
術
等
に
よ
り
通
常

の
私
傷
病
に
よ
る
継
続
欠
勤
の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
診
断
書
の
提
出
を
求
め
る

の
は
適
当
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

【
生
理
休
暇
の
単
位
は
？
】 

生
理
休
暇
と
い
う
と
一
般
的
に
は
丸
一
日
の
休
み
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
生
理
休
暇
の
単
位
に
つ
い
て
行
政
解
釈
で
は
「
休
暇
の
請
求
は
、
必
ず
し
も

暦
日
単
位
で
行
う
こ
と
は
要
せ
ず
、
半
日
ま
た
は
時
間
単
位
で
請
求
を
受
け
た
使
用
者

は
、
そ
の
範
囲
で
就
業
さ
せ
な
け
れ
ば
足
り
う
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
生
理
休
暇
は
有
給
か
？
】 

 

生
理
休
暇
に
つ
い
て
、
労
基
法
上
の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
有
給
か
無
給
か
は
労

使
の
合
意
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ノ
ー
ワ
ー
ク
ノ
ー
ペ
イ
原
則
に
よ
り
、
就
労
を
免

除
し
た
期
間
に
つ
い
て
の
賃
金
を
不
支
給
と
し
て
も
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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「
生
理
休
暇
と
は
？
」 

職 

場 

の 

Ｑ 

＆ 

Ａ 

 
 「

幸
せ
」
の
再
定
義 

 

  

１ 

日
々
働
い
て
い
て
、
ま
た
文
化
的
歴
史
的
背
景
を
異
に
す
る
外
国
へ
出
か
け
た
り
、
ま
た
他

国
の
人
と
交
流
し
て
い
る
と
、
時
代
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
で

「
常
識
」
と
思
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
実
は
も
う
通
用
し
な
い
時
代
に
自
分
た
ち
は
生
き

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。 

２ 

高
度
経
済
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
日
本
的
「
常
識
」
は
、
も
う
ど
こ
に
も
な
い
。
あ
る
と
信

じ
続
け
る
人
に
は
、
理
解
で
き
な
い
現
象
が
周
囲
で
起
き
て
い
る
。 

 
 

便
利
な
こ
と
、
消
費
す
る
こ
と
、
経
済
成
長
す
る
こ
と
、
が
善
と
さ
れ
、
そ
の
善
を
最
大
限

に
追
求
す
る
た
め
我
を
顧
み
ず
多
数
に
し
た
が
う
こ
と
が
「
幸
せ
」
へ
の
近
道
だ
と
信
じ
さ
せ

ら
れ
て
い
た
。 

 
 

大
量
生
産
大
量
消
費
の
時
代
に
は
、
い
か
に
効
率
的
に
物
事
を
裁
く
能
力
が
身
に
つ
け
ら
れ

る
か
が
評
価
の
対
象
と
な
り
、
学
歴
社
会
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
い
い
大
学
、
い
い
企
業
に

入
っ
て
年
功
序
列
で
定
年
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
「
幸
せ
」
の
ス
ケ
ー
ル
と
さ
れ
た
。
女
性

は
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
生
ん
で
子
育
て
の
た
め
に
退
職
し
、
子
ど
も
に
少
し
手
が
か
か
ら
な

く
な
っ
た
こ
ろ
に
パ
ー
ト
と
し
て
社
会
に
半
復
帰
す
る
Ｍ
字
型
雇
用
が
日
本
経
済
に
お
け
る
女

性
の
典
型
的
雇
用
形
態
と
な
っ
た
。 

３ 

今
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
よ
く
も
悪
く
も
多
様
化
し
、
価
値
観
は
多
様
化
し
て
い
る
。
転
職

は
「
不
幸
」
。
結
婚
し
な
い
の
は
「
不
幸
」
、
子
ど
も
が
い
な
い
の
は
「
不
幸
」
、
離
婚
は

「
不
幸
」
と
い
う
価
値
観
は
、
も
う
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
成
長
と
働
き
方
の
モ
デ
ル
、
家

族
観
と
「
よ
い
」
生
き
方
の
モ
デ
ル
は
「
幸
せ
」
と
い
う
誰
も
が
一
致
で
き
る
モ
デ
ル
と
し
て

は
崩
壊
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

４ 

憲
法
１
３
条
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
個
人
を
個
人
の
視
点
か
ら
評
価
し
、
そ
の
多
様
な
価

値
観
や
生
き
方
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
）
か
ら
近
代
国
家
を
説
く
。
「
幸
せ
」
は
、
個
人
が
感
じ

る
も
の
で
、
決
し
て
外
か
ら
モ
デ
ル
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
ん
な
時
代
は
、
さ
ぞ
や
政
治
家
は
大
変
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
民
間
人

は
、
そ
の
価
値
観
と
そ
の
背
景
に
あ
る
世
界
的
規
模
の
経
済
的
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
に
し
か

生
き
残
る
活
路
は
な
い
。
経
営
者
と
し
て
は
、
も
は
や
一
つ
の
価
値
観
で
組
織
を
ま
と
め
る
こ

と
は
至
難
の
業
。
一
人
一
人
の
部
下
目
線
で
そ
の
目
に
映
っ
て
い
る
世
界
を
見
る
。
そ
こ
か
ら

各
人
の
成
長
要
求
を
支
援
す
る
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ 

マ
ネ
ッ
ジ
ン
グ
・
バ
イ
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
＝
目
標
に

よ
る
支
援)

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
上
か
ら
押
し
つ
け
ず
、
ま
ず
は
、
理
解
せ
よ
、

そ
れ
か
ら
理
解
し
て
も
ら
え
、
と
い
う
態
度
が
大
切
だ
（F

irst , und
e
rstand

 . T
he

n, to
 b

e
 

und
e
rsto

o
d
.

）
。 

と
な
り
の
弁
護
士 

弁
護
士
法
人
・パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務
所
長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弁
護
士 

原 

和
良 
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時 言   

■「ブラック企業」 

 

【ブラック企業とは】 

 「ブラック企業」という言葉がブームになってい

る。３月９日付週刊東洋経済は「ユニクロ疲弊する職

場」の特集を組んだ。NPO・POSSE今野晴貴代表の著書

『ブラック企業』（文春新書）はベストセラーにラン

クインした。 

 もともとインターネット上で広がった言葉だが、映

画『ブラック会社に勤めてるんだが、もう俺は限界か

もしれない』（2009年）が上映されてから社会的認知

をうけた。昔は“暴力団がらみの企業”という意味

だったようだが、今日では「違法な労働条件で若者を

働かせる企業」「労働者を使い捨てにする企業」など

の意味で使われている。 

 一つの言葉が確立、社会的認知を受けることの意味

は大きい。セクハラ、パワハラ、ＤＶ，ストーカーな

どにみられるように、例えば、セクハラ概念が確立す

るまでは告発されなかった事例が、1970年代にこの言

葉が上陸して以降はまったく違った状況になった。ブ

ラック企業として大企業も含めて告発を覚悟しなけれ

ばならない時代に入ったといえる。 

【ユニクロの実態】 

 東洋経済で告発されたユニクロの実態は？ 

① 月間労働時間は最長240時間、この上限を超過した

ら出勤停止処分、厳しく指導される。しかし、240時間

以内に収めるよう打刻し、残りはサービス残業という

実態である。 

② 「体育会系」の「指導」が横行し、３年以内離職

率は５割を超える年もあり、うつ病罹患も深刻化して

いる。 

③ 大量出店のため「半年店長」量産政策をとり、い

きなり店長となった社員は難題を押し付けられ、店長

になれなかった社員は「４回不合格で降格」。 

 同誌は、特集の最後に「グローバル企業と旧陸軍の

奇妙な類似」があると告発した。「入社が内定する

と、柳井正社長が定めた経営理念23ヵ条の丸暗記を要

求される。新人研修までに句読点の位置まで正確に覚

えていないと、研修班ごとに連帯責任が問われること

も。新兵に軍人勅諭の丸暗記を強いた旧陸軍さながら

である」。 

 グローバル社会の中で「利益を最大にあげること」

を正当な目標とする動きも強くなってるが、「生き馬

の目を抜く」ようなビジネスのあり方が長期的に社会

に利することなのかよく考える必要がある。 

【労働市場のあり方は】 

 単に一企業、個別企業の問題としてとらえると、こ

の問題は解決しない。「代わりはいくらでもいる」

と、パフォーマンスの高くない社員を追い出す。ま

た、失業者・非正規・正社員間で格差が広がれば、労

働者を競争に駆り立てる。この構図の転換を図らなけ

ればならない。 

2面  トピックス  「マツダ判決と『違法派遣』と認定された場合 

 のリスク」 

『アジア貿易事情』 貿易商社代表・山本恵司さんの連載 

3面 労使トラブル110番  「労働者に貸し付けているお金を退職 

 金から控除できる場合とは」 

4面 メンタルヘルスを考える 「チームで働く力」 

5面 『会社を強くする』  経営コンサルタント・野澤周永先生の連載    

 

6面 暮らしと法律 相談・救済センターのコーナー  

  「福島第一原発事故被災者の永住権取得依頼」 

 『JAZZでほっと一息』  ジャズ愛好家・小柳忠章さんの連載 

7面 年金相談の現場から  

  「 失業給付と老齢厚生年金について」   

 『税金おとな相談室』 税理士・関根忍先生の連載 

8面 職場のQ&A  「生理休暇とは？」 

 『となりの弁護士』 弁護士・原和良先生の連載 
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■マツダ判決と「違法派遣」と認定された場合のリスク 

 ２月末から３月にかけて、中国/深セン・青島に出張で行っ

てきました。中国は初めての日本のお客様を２社、其々ご案内

しましたが、今回はその時のエピソードをいくつかご紹介しま

しょう。 

 

 青島では、山東省の少し田舎の街を訪問。日本のお客様によ

る工場見学、製品サンプル確認、出荷前検査等を行いました。

業務は滞りなく終わり、初めて中国を訪問されたお客様も満足

だったのですが、とにかく驚かれたのが、会食での乾杯の嵐。

夜は勿論、ランチから、白酒（アルコール度数が数十度ある

酒）による乾杯の連続。中国では、お酒やタバコを吸う（飲

む）際は、相手を誘って一緒にするのが礼儀。白酒の怖さを知

らない日本人はどんどん飲んでしまうのですが、今回のお客様

も飲み潰れてしまいました。（という私も、かなり危なかった

のですが。）二日酔いによる頭痛の辛さはあるものの、やはり

宴会の力は絶大で、限られた時間ではありましたが、すっかり

客先/メーカーさんの距離が縮まりました。中国の風習の良さ

（？）を再認識しました。 

 

 深センへは、香港経由で入りました。言葉も（次頁下段へ） 

アジア貿易事情（第7回） 
 

「アジアにおける日本 その7」 

オリエンタル トレーディング㈱代表取締役 

                   山本 恵

【派遣社員を正社員と認定したマツダ判決】 

 山口県にあるマツダ防府工場の派遣労働者らの雇用形態の

是非を巡って争われた訴訟で、2013年３月13日、山口地裁

は、「（雇用）制度は労働者派遣法に違反する」として、元

派遣社員15人中13人を正社員と認め、未払い賃金などの支

払いを命じました。 

 争点となったのは、マツダが2004年10月に導入した「生

産サポート社員制度」。国の指針では、派遣の終了から次に

雇うまでの「クーリング期間」として３ヵ月間が必要とされ

ています。マツダはこの「空白期間」を埋めるために派遣と

派遣の間に「サポート社員」を挟んで、同じ職場で働かせ続

けていました。判決は、この制度を「単にクーリング期間を

満たすためだけの方便として導入されたのは明らか」と指摘

し、恒常的労働の代替防止という派遣法の趣旨を踏まえ実質

的に判断すべきだという考えを示しました。 

 これまでの派遣法をめぐる裁判では、会社側の不法行為は

認めても、損害賠償止まりでした。最高裁は、パナソニッ

ク・プラズマ・ディスプレイの偽装請負事件で、労働者派遣

法の違反であっても「特段の事情」がないかぎり派遣労働者

と派遣元との雇用関係が無効になることはないと判じ

（2009年12月）、その後の派遣裁判を拘束してきました。

マツダ判決は、派遣法の枠内ではマツダの責任を「不問にす

ることになる」、派遣労働者と派遣元との労働契約を無効と

する「特段の事情がある」と、最高裁の判断を乗り越え、マ

ツダが社員と認めていなくても、社員としての身分を認めた

点で期を画すものといえます。 

【違法派遣とみなし雇用制度】 

 すでに改正派遣法の概要については、ニュース第47号

（2013年１月号）で紹介しましたが、マツダ判決は「違法

派遣の場合における派遣先の直接雇用のみなし」制度

（2015年10月１日施行）が企業社会にいかに大きな影響を

与えるかを改めて実感させました。 

 この制度の概要を再度確認しておきましょう。 

 (1) 派遣先が違法派遣と認定されるケース 

  Ａ：禁止業務への派遣受入 

  Ｂ：無許可・無届の派遣先からの派遣受入 

  Ｃ：派遣可能期間の制限を超えての派遣受入 

  Ｄ：いわゆる偽装請負に該当する場合 

 (2) 派遣先の「みなし雇用」義務 

  ① 前記（Ａ～Ｄ）違法行為を行った場合、 

  ② その時点において、 

  ③ 当該派遣元での労働契約と同一労働条件で、 

  ④ 当該派遣労働者に対して、 

  ⑤ 労働契約を申し込んだと「みなす」 

  ⑥ 申し込みは１年間は撤回できず、 

  ⑦ 派遣労働者が「承諾する」意思表示をすれば労働契 

    約が成立 

【「付随的業務10％」を超えれば違法派遣】 

 違法派遣となる可能性が高いのが上記Ｃ「派遣可能期間の

制限を超えての派遣受入」とＤ「偽装請負」といわれていま

す。ここでは「派遣可能期間」の問題に絞って考えます。 

政令で定める専門26業務については、派遣可能期間の制限

はなく、違法派遣の問題は起こらないのですが、例えばＯＡ

機器操作に派遣されている者に対して、電話の授受や来客の

応対業務、一般事務労働を手伝わせるなど直接関係のない

「逸脱使用」がなされる場合があります。 

「業務取扱要領」では、この「付随的業務」（逸脱使用）

が「１日あたり又は１週間あたりの就業時間の10％を超え

る」と専門26業務とはみなされなくなり、派遣可能期間の制

限（＝３年）に服することになり、行政指導が強力に行われ

ます。その場合、今回の改正派遣法では、３年を超えた時点

で違法派遣となり、「派遣先の直接雇用の労働契約の申し込

みが行われた」とみなされるのです。 

 さらに、この派遣可能期間の制限というのは、派遣労働者

個人に着目した期間ではなく、「派遣就業場所ごとの同一業

務｣についての制限」であることにも注意が必要です。例え

ば前任の派遣労働者が退職して後任の派遣労働者がわずか

数ヵ月就労しただけで、その場所の同一業務の派遣期間が３

年に達する場合も該当します。その場合、わずか数ヵ月就労

した後任の派遣労働者を対象に雇用申込みしたとみなされる

ことになるのです。 

 

 なお、労災保険法上も派遣先の責任が強化される改正があ

りましたので注意が必要です。 
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■手続き、忘れていませんか？（その３） 

 

 さてさて、忘れちゃいけない「青色申告承認申請書」

ということで、前回ちょっと脅かしてしまいましたが、

青色申告法人か否かで、雲泥の差と言えるほどの税の取

り扱いの違いがあるので、是非選択していただきたい制

度の一つなのです。 

「会社始めるぞー！」といって、いきなりガッポガッ

ポ儲かる人っていないですよね（居たら教えてくださ

い。真似します。）？ だいたい一年目は種まきの年度

ですから、投資が先行して売上が上がらないのが普通で

す。 

そんな時、この「青色申告法人」を選択しておけば、

その年度の（税務上の）赤字が７年間先まで（税務上

の）黒字と相殺してもらえるのです！ 

さらに「青色申告法人」には、特典がいっぱい！ 

「３０万円未満の少額減価償却資産の即時償却（年計

３００万円まで一発経費！）」などなど、「青色申告法

人」でないと受けられない税制上の優遇がたくさんありま

す。法人である以上、帳簿や帳表の管理は当たり前ですか

ら、特別な事務処理なく、青色申告法人になれます。 

ただし、この「青色申告の承認申請書」の提出には期限

があります。原則、会社を設立した日から３カ月以内に提

出しなくてはなりません。また、当初の事業年度が３カ月

に満たない場合には、その事業年度の終了の日までが期限

になります。この期限を１日でも過ぎると、当年度は青色

申告法人の特典を受けられません。（次年度以降には、青

色申告法人になれます。） 

初年度の大きな損失を翌年以降７年間の利益と相殺でき

る「青色申告法人」。ならない手はないですよね？ なん

せ、タダだし（笑）。           （おわり） 

黒子とグレ子の「税金おとな相談室」（第49回） 

税理士 関根 忍 

年金相談の現場から    年金相談メール nenkin@officesup.com  

□編集後記――「I'll Remember April」（『JAZZでほっと一息』より）。

卒業、入学、就職と、若者たちが桜の花びらとともに舞い踊る時。当然

悲喜こもごもの感傷も飛び交う。そんな折、東京大学は昨年の秋入学構

想に続き、無料のオンライン講座をこの秋、世界へ向けて開講すること

を発表しました。昨年から米国著名大学が参入して以来、世界各国で急

速に普及している大規模公開オンライン講座の一つ「Coursera」と提携

し、まずは藤原帰一教授（政治学）と村山斉教授（宇宙物理学）の講座

で口火を切るとのことです。米国の専門家は、これが広がれば世界中で

大学は10位で足りるとしています。学生生活はどうなるんだ、人と人と

のつながりは、とも思います。「I'll Remember April」と振り返る時はも

はや過ぎったのか？ 時代の流れでもあり、勉学の機は開かれる、活用

次第とも言えますが。みなさんは如何お考えになりますか。（Ｎ） 

■失業給付と老齢厚生年金について  

 
 

 私は現在６３歳（勤続２３年）です。６０歳以降は嘱託社員として勤務しており、厚生年金に加入しておりま

す。嘱託社員は６０歳の誕生日の直後の賃金計算締切日を始期とした１年契約で、原則として４回契約更新され

ることになっています。 

 ６５歳以降に退職すると、失業給付が一時金になると聞きました。ということは、原則通りに契約更新すると６５歳

以降に退職することになり、受給額が減ってしまいます（１５０日→５０日）。 

また、失業給付は非課税で、一般的には年金よりも失業給付の方が高いとも聞きましたので、失業給付と年金の両方

を受けたいのですが、方法はあるのでしょうか？ 

 ハローワークで求職の申し込みを行うと、特別支

給（６０歳代前半）の老齢厚生年金は全額支給停止

になります。その期間は、求職の申し込みを行った

日の属する月の翌月から、失業給付の受給が終了した日

の属する月までです。 

求職の申し込み後に「待期期間」、自己都合退職者には

「給付制限期間」がありますが、その間も年金は支給停

止されます。ただし、失業給付を受給終了した時点で精

算され、遡って停止解除されます。（精算方法は割愛） 

残念ながら、失業給付と特別支給の老齢厚生年金の併給

は出来ませんが、失業給付と原則支給による（６５歳以

降の）老齢厚生年金は併給可能です。例えば、失業給付

受給中に６５歳に達した場合、その翌月から調整は行わ

れず、失業給付と年金が併給されるのです。 

ということは、６５歳に達するまで（誕生日の２日前ま

で）に退職し、６５歳以降に失業給付の受給が始まれ

ば、最大限に失業給付を受給できることになります。 

ただし、失業給付は求職者給付と言われ、あくまで本人

に働く意思と能力があり、努力しても就職できない人に

支給されるものです。当たり前ですが、求職活動をして

いなければ受給できませんのでご注意下さい。 
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JAZZでほっと一息             アドバンスト・ソフト 小柳忠章   

「  4月の思い出 I'll Remember April」  

 日本人ならば、「4月の思い出」と言えば、入学式や入社

式だろう。桜の木の下で、新しい気持ちを新しい制服に包ん

だ楽しい思い出だろう。半世紀以上も前になると、そんなに

楽しくない人もいた。明治時代には、小学校を出たばかりで

働かされた人々もいたし、その小学校にさえ通わせてもらえ

なかった人も多かった。国民にとって義務だった教育は、富

国強兵政策のなかで、お国の為に死ぬ国民を作った。戦後、

権利としての教育の時代が始まったが、それでも家庭の事情

で学校に通えない子もいた。 

 新しい制服に身を包んだ同級生の横を、荷車を曳いて行商

に出る少年の気持ちを、今の若者は知らない。私の父もそん

な行商をする少年だった。そんな環境は逆に勉学に対する情

熱となった。仕事が終わった帰り道、キリスト教の教会に

寄って宣教師から英語を学んだり、小遣いで本を買って帰る

ことをしていた。子供のころ、父の本棚にある茶色に変色し

た本を見るたびに、時間の無い中で独学で勉強した父の姿を

想像した。 

 成熟した日本では、経済的理由で学校に通えない子は少な

い。だが、精神的理由で登校できない子どもや青年は増える

一方だ。正規雇用と非正規雇用、就職できた学生と就職先が

決まらないまま卒業する学生、突然リストラされる中高年。

幸福と不幸がまだら模様となって地域社会を形成している。

貧富の差が歴然と表れる。こうなると治安が乱れ、安心して

暮らせる場所はなくなる。 

 暗い話は私の得意とするところではないので、音楽にしま

しょう。1942年喜劇映画『凸凹カウボーイの巻』の主題

歌、4月の思い出。私は4月を思い出すというので、歌って

いるのは秋なんでしょうか。楽しかった4月、二人で歩いた

道。貴女は僕を愛してくれた。暖かい唇、新鮮な春。貴女と

の4月の思い出がある限り、秋の寂しさを恐れない。 

 なんだ、振られたのかい。でも、メロディーは暗くなく楽

しげです。サラ・ボーンがライブで歌ったCDがあります。

ソニー・クラークのピアノ・トリオの演奏もあります。ソ

ニー・クラークは1963年、31歳の若さで他界しています。 

【生々しい被災記録】 

 知人を介して相談に見えたＥさんは、69歳の男性。福島第一原

発のとなり町出身で、原発事故により着の身着のまま追い出され、

現在東京に生活保護を受けながら避難生活を続けている。 

 波乱の人生を歩んできた。小さな農家の９人兄弟の６番目として

生まれ、学校に行けず中卒で農家を継ぐが、家出して東京へ。働き

ながらなんとか夜間高校を卒業

した。その後、東京、福島で仕

事を転々とし、原発で派遣の日

雇いも務めたという。 

 見せてくれた被災者証明書、

放射線管理手帳など、被災記録

はなまなましかった。 
   （左図：被災者証明書写し） 

 

【「被災した者をこのまま中国に帰すわけにはいかない」】 

 2002年11月、中国吉林省で妻のＭさんと結婚した。Ｍさんと一

緒に日本で暮らして10年近くになる。Ｍさんは、あまり外に出た

がらない人で、日本語は理解できるようだが、なかなか上達しない

という。 

 「私も妻も被ばくした。被ばくした妻をこのまま中国に帰すわけ

にいかないですよ」。何ともやるせないＥさんの気持ちが込められ

た言葉だと思う。まもなく70歳になろうとしているＥさんに付き

まとう健康不安。“自分が死んだあと妻はどう生きていくのか？”

“日本の医療水準と比べて中国の医療水準には不安がある”“日本

では生活保護でぎりぎりの生活はしていくことができるが…”“原

発事故さえなければこんな焦らなくてもよかった”という気持ちが

詰まっている。 

【永住権を取得できないか】 

 現在のＭさんの在留資格は、「日本人の配偶者等」である。４回

に渡る在留資格更新を経て、2013年11月までの在留期限になって

いる。ＥさんはなんとかＭさんに永住権を取得させたいと考え、こ

の間弁護士事務所などへ相談に行ったが応じてもらえなかったとい

う。 

 永住権の法律上の許可要件は次のようになっている。 

 
 Ｍさんの場合、「日本人の配偶者等」の在留資格を４回更新し、

10年近く結婚生活を営んでいるので、上記①③④はほぼクリアで

きると思われる。問題は「納税義務等公的義務の履行」（「（非）

課税証明書」の発行）という点で、２年前の被災から確定申告等の

義務を果たせる余裕もなかった事情を役所側が汲んでくれるかどう

かだ。町役場（現在は別の市に所在）に問い合わせると、「そうし

た事情（確定申告等ができなかった事情）の分かるものを提出して

ください」との返事だった。その辺は被災者に対する一定の特例的

配慮がなされているのかもしれない。 

 永住権申請は、他の在留資格が入国管理局での審査であるのとは

違って、法務大臣の審査となる。したがって申請してから６ヵ月程

度の期間を要してしまう。Ｍさんの場合、万が一のことを考えて、

現在の在留資格の更新と併せて永住権の申請を行うべきと判断し

た。 

① 原則として10年以上、継続して日本に在留していること。 

② 法律上の刑罰を受けておらず、納税義務等公的義務を履行し 

  ていること。 

③ 現に有している在留資格について、その資格の最長期間（３ 

  年）をもって在留していること 

④ 公衆衛生上の観点から有害となる恐れがないこと。 

① 原則として10年以上、継続して日本に在留していること。 

② 法律上の刑罰を受けておらず、納税義務等公的義務を履行し 

  ていること。 

③ 現に有している在留資格について、その資格の最長期間（３ 

  年）をもって在留していること 

④ 公衆衛生上の観点から有害となる恐れがないこと。 

URL：http：//www.soudan-kyusai.com 

今月の相談員 特定社会保険労務士・行政書士 鎌田勝典 

■「原発事故で夫婦そろって被ばくした。このまま妻を中国に帰すわけにいかない」 

～福島第一原発事故被災者の永住権取得依頼～ 

暮らしと法律 相談・救済センターのコーナー  
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■労働者に貸し付けているお金を退職金から控除できる場合とは 
 

 
 昨年末から病気で３ヵ月間休職していてこのたび退職することとなった職員のことで相談します。その職員には健康

保険からの傷病手当金と当社の共済制度による給付金を支給するということで、会社が仮払いしてきました。ところが

本人から傷病手当金請求書がなかなか送られてこず、このままでは会社の仮払金を回収できないまま退職してしまいか

ねないと危惧しております。ついては期日を決めて、本人から必要書類が提出されないときは退職金から控除すると通知しよ

うと思いますが問題ないでしょうか。 

（前頁下段から）通貨も異なり、不思議な感じがします。私

は余り感じていなかったのですが、同行したお客様が、“同

じ中国かもしれないが、香港のイミグレの担当官と、深セン

の担当官は目つきも雰囲気が全く違う”とおっしゃっていま

した。（深セン側は、冷たいと）確かにイギリス領であった

香港と、ずっと中国の深セン、違って当たり前かもしれませ

ん。1990年代の中国では、“サービス精神”というものは全

くなく、店で何を聞いても“無い、知らない”とぶっきらぼ

うに言われたものでした。普段中国を訪問している時は余り

意識しなかったのですが、初めて中国を訪問されたお客様に

は差異を敏感に感じられたのでしょう。 

 

 最後に、笑えた（びっくりした）エピソードを一つ。深セ

ンから青島に移動する機内。空港に着陸した後、機内で流れ

るアナウンスは、“シートベルトはサインが消えるまで、は

ずさないで下さい。”というのはおなじみだと思いますが、

その時は、タキシング（空港を走行している間）に誰かが立

ちあがったと思うと、競うように皆が立ち上がり、荷物を卸

しだす始末。（ＣＡの方も、途中で諦めていました。）とこ

ろが、機体はまだ勢いよく走っており、吊革の無い機内で

は、立っているのがやっとの状態。とにかく、その風景には

笑えてしまいました。（勿論、怖くて笑えませんが。）中国

人の“他人より先に行かないと”という意識を再認識したの

と同時に、タキシング中の機体の揺れは予想以上に大きい

なぁと実感したものです。 

 
 いつも訪問している国では、色々な事を普通に感じてしま

いますが、初めて訪れる方々はそうではなくその視点を新鮮

に感じた、今回の出張でした。 

 

【「賃金の全額払いの原則」は退職金にも適用】 

 労働基準法第24条は、賃金支払いの原則について、

「①通貨で、②直接労働者に、③その全額を支払わな

ければならない。（番号は筆者）」と定めています。

③の「全額払いの原則」の例外（＝控除できるもの）として

同条は、「法令で別段の定めがある場合」（税金や社会保険

料等）と「労使協定がある場合」の２つを例外として認めて

います。 

 この全額払いの原則は退職金にも適用されます。労働基準

法第11条は、賃金の定義を「この法律で賃金とは、賃金、給

料、手当、賞与その他名称の如何を問わず、労働の対償とし

て使用者が労働者に支払うすべてのものをいう。」とし、解

釈例規では次のように退職金の賃金性を明記しています。 

 
【賃金との相殺が認められる範囲】 

 賃金全額払いの原則は、労働者の生活を保障するととも

に、労働者を不当に足止めし転職の自由を阻むことのないよ

うにすることを趣旨としています。労働基準法第17条が、使

用者が前借金（労働者への貸付金）と賃金との相殺を行うこ

とを禁止しているのも同趣旨です。 

 では賃金との相殺は一切認められないのでしょうか。行政

解釈や裁判例で認めている場合があります。その一つは、賃

金の計算間違い、賃金の発生日と支払日の不一致等により生

まれた過払い金と賃金との調整的相殺は許容されています。

ただその場合でも、①過払いの時期と賃金の精査時期とが密

着した時期になされること、②労働者に予告しておくこと、

③控除額が多額にわたらないことなど「労働者の経済活動の

安定をおびやかす恐れのない場合」に限られています（最高

裁昭和44.12.18、福島県教組事件）。 

 もう一つは、労働者の合意を得たうえでの相殺です。この

場合、その合意が真に労働者の「自由な意思に基づいてされ

たものであると認めるに足りる合理的な理由が客観的に存在

するとき」に限られます（最高裁平成2.11.26日新製鋼事

件）。形式的に「合意を得た」としても、裁判では「使用者

の一方的意思表示による相殺」と認定されてしまうケースが

多いので気を付けなければなりません。「合理的な理由が客

観的に存在する」のかどうか疑われる場合は、無理をせず、

いったん労働者に賃金（退職金を含む）の全額を支払い、そ

の後、労働者からの債権回収を別途行うという慎重なやり方

をとった方がいいでしょう。 

【ご質問のケースの場合】 

 ご質問のケースは、本人が必要書類を提出さえすれば済む

にもかかわらずそれを怠っているがために生まれている問題

といえます。一方、金額的には２、３ヵ月分の給与額分です

から数十万円から百万円を超える額と想定され決して少ない

額とはいえません。 

 対応としては、いったん退職金を全額支払い、その後、債

権回収を行う方法が考えられます。あるいは本人に「書類を

提出するのか、退職金で相殺するのか」自由な意思の選択を

尋ね、本人の選択にゆだねる、そういう趣旨の手紙を本人に

送るというやり方も考えられると思います。 

 「賃金の全額払いの原則」はそれほど法的保護の厚い原則

です。くれぐれも、使用者の一方的な意思表示による退職金

との相殺は避けた方がいいでしょう。 

（三） 労働協約、就業規則、労働契約等によって予め支

給条件が明確である場合の退職手当は法第11条の賃金であ

り、法第24条第２項の「臨時の賃金等」に当たる。（昭和

22.9.13発基17号） 

（三） 労働協約、就業規則、労働契約等によって予め支

給条件が明確である場合の退職手当は法第11条の賃金であ

り、法第24条第２項の「臨時の賃金等」に当たる。（昭和

22.9.13発基17号） 
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メンタルヘルスを考える（Part 69）  
特定社会保険労務士・産業カウンセラー 沖 利彦 

平成１８年に経済産業省の経済産業政策局産業人材政

策室が、有識者を集めて開催した研究会をもとに、基礎

学力と専門知識に加えて、職場や地域社会で活躍をする

上で必要になる第３の能力として「社会人基礎力」とい

う用語を定義しました。 

社会人基礎力の「３つの能力」とは、「前に踏み出す

力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の３つで

す。これらの能力が高い者には、チャレンジ精神やコ

ミュニケーション能力などといった就職活動の際に企業

の採用担当者が特に重要視しているスキルが身について

いるとされるようです。 

今回はこの中で「チームで働く力」について考えてみ

たいと思います。 

 

＜チームで働く力の「６つの能力要素」＞ 

 チームで働く力とは、「多様な人々とともに、目標に

向けて協力する力」のことを言い、以下の能力要素があ

ります。 

① 発信力 

自分の意見を分かりやすく伝える力のことです。人に

何かを伝える時に、思いついたことを場当たりで話して

いるのでは、言わんとすることが十分に伝わりません。

自分の考えをまとめてから、相手に応じた言い回しや適

切な言葉を用いて話すことが大切です。 

② 傾聴力 

相手の意見を丁寧に聴く力のことです。話を聴くとき

には相手が話しやすい環境を作ったり、適切なタイミン

グで質問したりする等の工夫も必要です。 

また、業務の打ち合わせにおいては業界・専門用語が

使われることもあるため、円滑な意思疎通をはかるに

は、業界・専門用語を理解しておくことも欠かせませ

ん。 

③ 柔軟性 

意見の違いや立場の違いを理解する力のことを言いま

す。マイルールや自己流にこだわり、自分の都合や利益

だけを優先するのではなく、相手の立場に立って物事を

考え、柔軟に対応していく必要があります。 

④ 状況把握力 

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力のこ

とです。チームとしての成果をあげるために自分は何が

できるのか、チーム内での自分の役割や能力は何か、ど

のメンバーと協力していくべきなのかを理解し行動して

いくことが大切です。 

⑤ 規律性 

社会のルールや人との約束を守る力のことです。社会

人としては当たり前とされ、プラス評価されることは少

ないですが、相手との信頼関係を築く第一歩であること

は間違いないと思います。 

⑥ ストレスコントロール力 

ストレスの発生源に対応する力のことを言います。社

会生活においては、誰でも実に様々なことでストレスを

感じることがあります。ストレスが徐々に蓄積されてく

ると気持ちが落ち込んだり、時には体調を崩したりする

こともあります。 

そのようなケースをよく見てみると、ストレスの発生

源を解消（軽減）するための行動を起こさずに、先のこ

とを心配して一層不安になっていることが多いようで

す。 

多くの場合、失敗したところで命を奪われることもな

ければ、職を失うこともないのですから、良い意味で開

き直って発生源に挑んでみれば良いのです。結果よりも

その行為自体が大切であり、成長に繋がっていきます。 

 

＜６つの能力要素が欠けると…＞ 

 前述の６つの能力要素が欠けると、職場では周囲との

コミュニケーションがうまくいかず、自分が求められて

いることを理解し行動することが難しくなってきます。 

そして、職場における自分の役割や立ち居振る舞いが

おろそかになってしまい、「自分勝手」「信用できな

い」「仕事ができない」「仕事を頼まない方が良い」と

評価されるかも知れません。孤立してしまうことも考え

られます。 

孤立状態に陥ると、マズローの欲求階層説で言う社会

的欲求（※１）が満たされなくなり、尊敬欲求（※２）

も満たされなくなります。そのような状況では、自己実

現欲求（※３）が現実のものとなるはずがありません。 

そのような状態で仕事を続けることは、本人にとって

も周りにとっても、そして会社にとっても決して良い結

果にはならないでしょう。最悪の場合、本人がメンタル

ヘルス不調に陥る恐れもあります。 

 
※１ 集団に属したり、仲間から愛情を得たりしたいという欲

求 

※２ 他者から独立した個人として認められ、尊敬されたいと

いう欲求 

※３ 自分自身の持っている能力・可能性を最大限に引き出

し、創造的活動をしたい、目標を達成したい、自己成長

したいという欲求 

 

＜自己理解と他者理解＞ 

 チームの構成員全員が、前述の６つの能力要素を十分に満

たしているとは限りません。 

 チームで仕事をうまく進めるためには、まずは６つの能力

要素のうち、自分の得手不得手を把握しておく必要がありま

す。その上で、不得手な要素については他のメンバーに理解

してもらうことが望ましいです。 

ただし、理解して欲しいがゆえに、一方的に自分のことば

かり主張していると、正しく理解してもらうことが難しくな

るので、「相手のことを理解して初めて、相手が自分のこと

を理解してくれる」という心づもりでいることが重要です。 

 自分を知り、相手を理解し、お互いに尊重し合うことで良

い影響や結果をもたらし、仕事において相乗効果を発揮でき

ればベストだと私は思います。 
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シリーズ 『会社を強くする』 ⑰ 

経営コンサルタント、(財)日本規格協会品質ＩＳＯ審査員  野澤 周永 （株式会社Ｖコンサル）  

http://www.vcon.jp 

『利益プロマネ方式・・社内の眠れる人的資源を生かせ！』 

【専門特化した競合先に敵わない】 

 「各工事現場の利益アップのために利益プロマネ

（プロジェクトマネージャー）を選任するというのは

いい考えだと思いますけど、人がいません。ウチには

遊んでいる人間はいませんから」。コンサルタントが

提案した『利益プロマネ方式』という耳慣れない言葉

に部長さん達は戸惑うのでした。ここは首都圏某県の

総合建設会社（地域ゼネコン）Ｋ社です。建設業界は

ここ20年で建設投資が半減する状況にあり、大変厳し

い環境にさらされています。この厳しい環境の時代に

Ｋ社は、官庁工事・民間工事いずれにおいても建築・

土木・リフォームの幅広く受注し、未だに年間100億

円を超す完工高を有する、地域一番の地域ゼネコンで

す。ただそんな「地域ブランド」であるＫ社にとって

も、昨今の官庁工事の入札透明化の浸透や民間工事の

過当競争による低価格化の波は、ボディブローのよう

に効いて利益率の低下を招き、資金的に大変厳しい状

況となっています。 

Ｋ社のような地域ゼネコンにあっても、以前は、ど

の工事工種にあっても一定率以上の利益が確保できて

いたのですが、「なんでも屋」であるがゆえに逆にど

こといって特徴がなく、どの工事工種についてもその

分野に専門特化した競合先にはなかなか敵わないとい

うのが実情です。たとえば、マンション専門業者はマ

ンションのコストダウンについてはかなり研究してお

り、Ｋ社がマンション工事を行っても「技術やコスト

の蓄積」が少なく、どうしても専門業者に価格と品質

の面で追いつかない状況となっているわけです。その

結果どの工事においても他社競合となり、原価割れ

（工事予定原価が工事金額より高い）での受注を余儀

なくされています。 

 

【「三つの利益段階」のどこに目を付けるか】 

また、建設業というのは、製造業などと違い一品生

産の業種であり、いわゆる「個別原価方式」をとって

いて、それぞれの工事で実行予算を組み、予定利益が

確保できるように工事ごとに工事中にコスト努力を行

うというスタイルをとっています。その意味では、工

事の利益の取り方には、工事の段階に応じて三つの利

益段階があり、それは、①受注時利益、②実行予算作

成時利益、③現場利益です。これらのトータルが工事

利益です。①の受注時利益が期待できない今日の状況

では、②の実行予算作成段階で外注の専門工事業者を

競合させていかに安く発注できるかと、③の現場での

創意工夫でいかにコストを下げるかにかかっているわ

けです。今回、コンサルタントが目をつけたのは、③

の「現場利益の最大化」ということでした。 

 

【利益プロジェクトマネージャー方式とは】 

建設会社というのは、20代から40代位までの若手が

現場の責任者として配置され、その経験と技術と知恵

の範囲内で現場利益をあげるわけです。そしてその年

代を過ぎてある程度工事の経験を積んだ人たちは、

「現場を上がって」、内勤のスタッフとして、いわば

「内勤管理職」としてなかば“安住”することになり

ます。黙っても利益の上がる時代はこれでいいのです

が、これは単に現場で“苦労した”人たちへの「論功

行賞」的な人事であり、「比較的業務時間を自由に割

り振れる」内勤スタッフへ無事“栄転”することを意

味します。コンサルタントは、これらの人的資源に目

をつけたのです。 

つまり、この厳しい時代にあって、経験の少ない若

手の社員に現場管理をすべて任せるのでなく、工事の

経験と知恵のある社内のいわば「生き字引」たちを活

用してその利益獲得サポートをするということです。

それが「利益プロマネ方式」です。工事の経験を積ん

だ「内勤スタッフ」を安住させずに「社内の眠れる人

的資源を生かす」ために、若手現場責任者の現場業務

のうち、利益に特化してサポートし、その知恵と経験

を活かして利益アップを図るというものです。つま

り、２～３現場の若手現場責任者あたり、内勤の工事

経験者を１人利益プロジェクトマネージャーとしてサ

ポートする配置をしたわけです。 

 

【眠っている社内の人的資源の活用】 

中小企業が売上を伸ばし、みな担当を持っていて

「いっぱい、いっぱい」という場合は多いもの。でも

それは人数が増えて役割の数が増え、役割が分業化し

ただけのこと。利益状況が厳しいときは、「人がいな

い」という言い訳を鵜呑みにしてはいけません。原点

に立ち返って、小さい組織であった頃の「みながマル

チプレーヤー」であったことに戻ればよいのです。か

つて工事経験のある社内の「生き字引」である内勤工

事経験者を、工事利益アップのサポーターにつける

「利益プロマネ方式」のように、社内の眠れる人的資

源を活かす余地はまだいくらでも残されているので

す。人的資源活用のために発想を転換していきましょ

う。 
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